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第
３
章　

征
韓
・
問
罪
・
公
論

─
江
華
島
事
件
後
の
対
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
争

塩
出　

浩
之

は
じ
め
に

　

本
章
で
は
江
華
島
事
件
か
ら
日
朝
修
好
条
規
の
締
結
に
至
る
時
期
に
、
対
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
っ
て
日
本
国
内
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で

展
開
さ
れ
た
論
争
を
分
析
す
る
。

　

江
華
島
事
件
の
勃
発
は
、
朝
鮮
に
対
す
る
新
政
府
の
開
国
（
国
交
刷
新
）
交
渉
の
要
求
が
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
を
屈
辱
と
す
る
以
前
か

ら
の
征
韓
論
に
、
新
た
な
論
拠
を
与
え
る
事
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
唱
者
の
一
部
が
、
征
韓
論
政
変
で
下
野
し
て
い
た
西
郷
隆
盛
ら
を

指
導
者
と
仰
ぐ
不
平
士
族
た
ち
だ
っ
た
こ
と
は
、
新
政
府
に
よ
る
国
内
統
治
の
不
安
定
要
因
と
も
な
っ
た
。
し
か
し
黒
田
清
隆
全
権
公

使
・
井
上
馨
副
使
が
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
日
朝
修
好
条
規
の
締
結
に
至
る
と
、
朝
鮮
開
国
問
題
と
江
華
島
事
件
が
と
も
に
決
着
し
た
こ
と

に
よ
り
、
征
韓
と
い
う
争
点
は
消
滅
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
生
ま
れ
て
間
も
な
か
っ
た
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
民
撰
議
院
論
争
を
契
機
と
し
て
、
公
開
の
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
公
論
）
の
場
と
し
て
活
性
化
の
さ
な
か
に
あ
っ
た（

１
）。

た
だ
し
西
南
戦
争
以
前
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
政
府
批

判
は
、
不
平
士
族
と
い
う
要
因
を
通
じ
て
暴
力
の
肯
定
に
も
つ
な
が
る
一
面
を
有
し
て
い
た（

２
）。
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第Ⅰ部　立憲政の潮流

　

江
華
島
事
件
以
後
の
各
新
聞
は
、
公
論
の
形
成
と
い
う
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、
対
外
政
策
の
次
元
に
お
い
て
は
征
韓
の
可
否
を
め

ぐ
っ
て
論
戦
を
展
開
し
た
。
こ
の
論
争
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
章
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
ね
ら
い
が
あ
る
。

　

第
一
は
、
対
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
る
論
争
が
外
交
論
議
と
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先

行
研
究
で
は
荒
瀬
豊
が
、
こ
の
論
争
で
「
民
権
＝
非
征
韓
」
の
立
場
を
と
っ
た
新
聞
が
「
ア
ジ
ア
外
交
論
を
回
避
」
し
て
お
り
、「
下

級
士
族
」
を
中
心
と
す
る
「
主
戦
論
の
心
情
」
を
抑
制
し
う
る
説
得
力
を
欠
い
て
い
た
と
指
摘
し
た（

３
）。

ま
た
山
田
昭
次
は
、「
自
由
民

権
派
」
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
は
一
貫
し
て
「
文
明
開
化
」
の
立
場
か
ら
の
「
朝
鮮
蔑
視
」
が
存
在
し
て
お
り
、「
非
征
韓
論
」
も
「
原

則
的
な
征
韓
反
対
で
は
な
」
か
っ
た
と
指
摘
し
た（

４
）。

本
章
で
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の
論
争
に
お
い
て
は
単
に
征
韓
か
非
戦
か

が
論
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
江
華
島
事
件
の
問
罪
と
い
う
争
点
が
征
韓
・
非
戦
双
方
の
論
理
を
強
く
規
定
し
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の

意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

第
二
は
、
日
本
の
草
創
期
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
公
論
の
場
と
し
て
捉
え
る
観
点
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
論
争
の
態

様
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
主
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
一
八
七
四
年
の
民
撰
議
院
論
争
が
「
新
聞
と
い
う
公
開
の
場
」
で
行
わ
れ

た
こ
と
の
意
義
を
指
摘
し
た
鳥
海
靖（

５
）、

建
白
書
と
新
聞
投
書
を
通
じ
た
「
明
治
初
年
の
民
衆
」
の
公
論
へ
の
参
加
を
描
き
出
し
た
牧
原

憲
夫（

６
）、

新
聞
と
演
説
を
通
じ
た
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
を
明
ら
か
に
し
た
稲
田
雅
洋（

７
）、『

評
論
新
聞
』
を
事
例
と
し
て

公
開
の
場
で
の
政
論
の
試
み
に
つ
い
て
分
析
し
た
三
谷
博（

８
）や

筆
者（

９
）の

研
究
な
ど
が
あ
る
。
本
章
で
は
江
華
島
事
件
後
に
お
い
て
、
対
外

戦
争
の
是
非
を
含
む
論
争
が
日
本
国
内
で
公
開
の
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
成
し
た
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
態
様
を
明
ら
か

に
す
る
。

　

こ
の
二
つ
の
観
点
は
、
全
く
独
立
に
扱
い
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
不
平
士
族
の
存
在
が
一
方
で
は
征
韓
論
に
、
ま
た
他
方
で
は
民
権

論
に
結
び
つ
い
て
い
た
た
め
に
、
戦
争
の
可
否
と
い
う
争
点
と
言
論
の
自
由
と
い
う
課
題
と
が
連
動
す
る
事
態
が
生
じ
て
い
た
の
が
、

こ
の
論
争
の
特
徴
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
本
章
で
は
む
し
ろ
、
そ
の
連
動
が
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
て
い
た
か
を
観
る
こ
と
で
当
時
の

政
治
状
況
と
言
論
空
間
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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第３章　征韓・問罪・公論

　

主
な
分
析
対
象
と
す
る
の
は
、
江
華
島
事
件
か
ら
日
朝
修
好
条
規
の
締
結
に
か
け
て
継
続
的
に
対
朝
鮮
政
策
に
つ
い
て
の
論
議
を

行
っ
た
『
東
京
日
日
新
聞
』（
以
下
『
日
日
』
と
略
す
）、『
郵
便
報
知
新
聞
』（『
報
知
』）、『
朝
野
新
聞
』（『
朝
野
』）、『
横
浜
毎
日
新
聞
』

（『
毎
日
』）、『
東
京
曙
新
聞
』（『
曙
』）、『
日
新
真
事
誌
』（『
真
事
誌
』）、『
評
論
新
聞
』（『
評
論
』）
で
あ
る
。
前
も
っ
て
ご
く
単
純
に
整

理
す
れ
ば
、『
日
日
』『
報
知
』『
朝
野
』
が
非
戦
の
論
陣
を
張
っ
た
の
に
対
し
、『
曙
』『
毎
日
』『
評
論
』
は
征
韓
を
支
持
す
る
立
場
を

と
っ
た
が
、
論
争
の
内
容
を
こ
の
よ
う
な
二
分
法
で
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
征
韓
・
非
戦
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
に
も
、
状
況
認
識
や

論
法
に
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
り
、
逆
に
征
韓
か
非
戦
か
に
よ
ら
ず
、
状
況
認
識
や
論
法
が
共
有
さ
れ
て
い
る
面
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

一　

江
華
島
事
件
の
勃
発
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

⑴　

征
韓
論
と
江
華
島
事
件

　

明
治
政
府
は
成
立
直
後
か
ら
、
朝
鮮
に
対
し
て
国
交
の
刷
新
を
求
め
た
。
そ
れ
は
主
権
国
家
と
し
て
の
条
約
締
結
に
よ
る
国
交
、
つ

ま
り
開
国
の
要
求
で
あ
っ
た
。
し
か
し
朝
鮮
か
ら
は
日
本
側
の
書
契
が
徳
川
政
権
の
旧
例
と
異
な
り
、
と
く
に
中
華
皇
帝
の
み
が
用
い

る
べ
き
「
皇
」「
勅
」
の
字
句
を
用
い
て
い
る
と
の
理
由
に
よ
り
繰
り
返
し
拒
絶
さ
れ
、
交
渉
は
停
頓
し
た
。
一
八
七
〇
年
以
降
、
日

本
国
内
で
は
こ
れ
を
「
非
礼
」
と
し
て
軍
事
力
の
行
使
に
よ
る
解
決
を
主
張
す
る
、
い
わ
ゆ
る
征
韓
論
が
発
生
し
た（

（（
（

。
征
韓
論
は
新
政

府
で
の
征
韓
論
政
変
（
一
八
七
三
年
一
〇
月
）
を
経
て
、
不
平
士
族
問
題
と
結
合
し
た（

（（
（

。
政
変
で
下
野
し
た
旧
参
議
の
一
人
で
あ
り
、

民
撰
議
院
設
立
建
白
書
（
一
八
七
四
年
一
月
）
に
も
名
を
連
ね
た
江
藤
新
平
は
、
佐
賀
の
乱
（
同
年
二
月
）
に
際
し
て
征
韓
論
の
抑
圧
を

挙
兵
の
理
由
の
一
つ
に
掲
げ
、
征
韓
論
を
政
府
批
判
の
争
点
と
し
て
広
く
知
ら
し
め
た
。
民
間
に
お
け
る
征
韓
論
の
高
揚
は
、
政
府
に

台
湾
出
兵
（
同
年
五
月
）
を
決
断
さ
せ
る
要
因
と
も
な
っ
た
が
、
出
兵
は
日
中
関
係
の
著
し
い
緊
張
を
も
た
ら
し
、
北
京
へ
大
久
保
利

通
を
派
遣
し
て
の
交
渉
を
経
て
事
態
は
よ
う
や
く
収
束
を
み
た
。
し
か
し
他
方
で
日
朝
関
係
は
以
後
も
国
交
刷
新
へ
の
進
展
を
ほ
と
ん




